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１．はじめに
　地方議会において議会内の活動は、個人を単位
として行われることは少ない。その単位は議員同
士で集団を組み、会派と呼ばれる集団において、
活動を行っているのが一般的である。現代におい
ての会派の機能は、政務調査費の交付や首長に対
する一般質問、委員会への人員の振り分け、首長
からの非公式の議案説明などがあり、議会内にお
いてあらゆる場面で会派という存在は現われてい
る。
　本論は「地方議会の歴史的考察」と題してい
る。その内容は、そうした地方議会会派が、歴史
的において最初にどのような過程で発生したの
か、ということをテーマに、過去二編の論文を作
成してきた。
　過去二編において、議会が最初に推薦する首長
選挙のシステムについてや等級選挙制度などが、
会派設立のきっかけとなったものとして、重要視
してきたのであった。それらについて、栃木県鹿
沼地区において、1913年（大正2）年に鹿沼町議
会の二級議員たちが結成した二級派有志会が、地
方議会会派の原型として相応しいのではないかと
いう結論に達したのであった。
　本論では、その栃木県鹿沼地区においての二級
派有志会について、その会派としての性格を、さ
らにミクロの視点で明らかにしていこうというこ
とが主題である。会としての発展性や、構成員、
中心人物を見ていくことによって、その内容を明
らかにしていこうと思われる。もちろん過去のこ
となので、資料の制限や欠落などにおいて、限界
があることはご了承願いたい。それでも、大部分
のことは明らかにできると思われる。
　地方議会の歴史についての先行研究というと、
政治学の分野や地方議会論の分野に限らず、歴史
学、日本史学の分野においても、盛んに研究がな
されている。それは、議員や人物の対立やそこか
ら何が発生したのか、という事実の解明を中心に
行われている。政党と会派の違いについてはほと
んど分類せずに受け止められている。本論におい
ては、それらの事実を踏まえた上で、会派とはど
うあるべきかという、本質論に踏み込んでいきた
い。それにより、現代地方議会を取り巻く現状と
いうものが、かなり見えてくることと思われる。
　本論においては、1913年（大正2年）における
4月6日から19日までの13日間における鹿沼町議
会議員の動向について、二級議員を中心に追いか
けてみるものである。それは、鹿沼二級派有志会
関連における動向と一致する。それらにおいて、
等級選挙制を要因として設立された会派の動向と
いうのが、お分かりになるはずである。
　なお、本論では鹿沼二級派有志会についての一
連の流れについて、主に『下野新聞』1913（大正
2）年4月分による記事を参照としている。本論
内の会名や進行状況など、下野新聞の表記に依拠
している。
２．鹿沼二級派有志会の発会
　本稿では、栃木県鹿沼地区においての鹿沼二級
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派有志会1について考察する。鹿沼二級派有志会
とは、栃木県鹿沼地区においての二級議員の集合
体であり、議会や議員、選挙方法について議論し
ていくための集合体であった。そもそも鹿沼二級
派有志会については、大正2年の4月6日午後14
時~19時において、今宮神社境内直会殿内で行わ
れた報告会を指す。そこでの議論に沿って、様々
な形式に発展していくのである。
二級派有志会発起以前の鹿沼町議会の傾向
　本論で取り上げる二級派有志会が開催されたの
は、大正2年の鹿沼町議会改選に合わせて行われ
た。それ以前の鹿沼町議会における議会のアク
ターとしての傾向はどのような傾向であったの
か、簡潔ではあるがまとめておきたい。
　議会におけるアクターといって、戦前において
も戦後においても中心的なものとして考えられる
のが政党である。当時の鹿沼町議会においても、
政党による議員の分類化がなかったわけではな
い。むしろ、それはかなり強かったものとして見
る向きもある2。
　けれども、当時の新聞記事（『下野新聞』明治
34年4月21日）においては、「由来自由派優勢で
あるが、町内の仕事は党派を分かれず、与論に従
うべきと主張あり、各々意見を通じ合うに至り平
穏」との記事もあり、鹿沼町議会においてはアク
ターとして政党は第一でなかったように見受けら
れる。実際、議会内における職務の人選について
の分担は、党派関係なく行われていたものが多く
見受けられる3。
　そのような鹿沼町議会において、町村制施行
後、後に鹿沼二級派有志会に参加する議員が初め
て当選したのは、明治25年4月改選における小川
万弥議員と高村平八議員4であった。小川議員は
二級派有志会で座長を務めることとなる。それ以
前の町村制施行後最初の町議選においては、後に
一級選挙において当選する議員が二級選挙におい
て当選していて5、初回の町議選においては、等
級選挙における級別の差異というのはあまり見受
けられないように思われる。
　私が調べた鹿沼町議会議員選挙結果・候補者に
ついて、鹿沼二級派有志会に参加が確認された議
員や候補者を、図2においてまとめてみた。戦前
の町議選 6 において、人数の変化が確認できる。
本論で何らかの傾向を確認できたのは全14回で
あるが、 二級派有志会参加の人数の変化は、
0→2→0→2→2→5→9→10→4→2→2→2→2→2
となり、戦後最初の昭和22年4月改選7、昭和26
年4月改選期 8 には一人も見られなくなる。傾向
としては、大正2年改選期において二級派有志会
を発起させ、二級議員のほとんどを参加者にする
ことを成功させたほか、直後の大正6年改選期に
は一級選挙での当選者も一名出し、最高の10人
の当選者を出している。町議会議員選挙では納税
要件が少なくなり、ほぼ普選状態と言われた大正
10年の町村制改正9を経た、大正14年4月の改選
期において、再び人数を減らしていることにな
る。これには、そもそも二級派有志会という会名
にもなっている等級選挙制が廃止されたことが考
えられるが、それに加え選挙権が普選状態に近く
なったことで有権者が変わってきたこと、それに
よって二級派有志会の一部を構成していた予選制
度が機能し難くなったこと、またそれらを受けて
議会内のアクターが政党と変わりつつあったこと
と想定できよう10。それらを踏まえた上で、二級
派有志会の経緯を見ていくことで、次項より、考
察を深めてみることとしたい。
鹿沼二級派有志会の発会
　鹿沼町議会議員は1913年（大正2年）に改選を
迎えていた。今後の議会運営について、現議員は
再選希望者ばかりで、二級議員も若松楼で「会合
協議」するも一致しなかった。ただ、現議員は長
年任期を務めるベテラン議員について、「何ら功
績がない」、「責任感がない」などの点では一致し
ており、「新旧思想交代を実行」するときだとし
て、鹿沼二級派有志会の開催に至ったのであった
（『下野新聞』大正2年4月11日）。
　鹿沼二級派有志会は、会名にもなっているよう
に、等級選挙において二級選挙において当選した
現職議員や候補者、公民において構成されてい
る。全ての参加者のリストは明らかにはできな
かったが、参加人数が「1,2の参謀を引き連れて
40余名」（前掲下野大正2年4月11日）であるこ
とを考えれば、巻末資料1において本論で判明し
たメンバーがほぼ主要メンバーであることは間違
いないであろう。
　本論において鹿沼二級派有志会の特徴を、主に
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5つの点において見出してみた。
　まず、一つ目は参加者の大部分が現職の議員、
経験者、候補者であるということである。そのた
め、会の性格や議論内容、進行についても、議会
や選挙についての議論が重視されていくというこ
とである。
　それは議論内容を見れば分かると思われるが、
その内容に具体的な鹿沼町が直面している課題や
問題は全面的には出ていないのである。あくまで
も議会内部において、議会をどう良くしていく
か、という観点が第一となっているのである。選
挙においても、予選という候補者発掘の手段が出
され、それが採用されるのであるが、それは議論
の結果であり、最初からそれがすべてではなかっ
たのもまた事実であろう。
　そう考えると、議員（が中心）の議会のための
集団化であり、本論が会派の原型として注目する
のはそれらの点なのである。
　二つ目は、鹿沼二級派有志会に参加している参
加者において、年齢の若い参加者が参加している
ということである。残念ながら、今回の調査にお
いては、参加者の年齢については三名しか明確に
はできなかった。
　この場合、座長を務めた小川議員は前述の通
り、鹿沼二級派有志会の中で一番早く議員になっ
た議員であり、議員や候補者として名前が挙がっ
ているのが大正10年までであるから、会の中で
もかなり高齢であることが伺える。そして、会の
中でもリーダー格であり、町長や一級議員との交
渉役、会の進行役を務めた高橋議員は、39歳で
あることが判明している。それ以外のメンバーで
あると、太田議員が21歳 11、岡本議員が28歳で
あり、当時と現在では平均寿命や文化がかなり異
なることを考慮しても、若手のメンバーと言え
る。他の年齢が判明できなかったメンバーを見て
も、大正後期になっても議員を続けているメン
バーや、中には昭和に入っても町議会議員として
名を連ねているメンバーもいて、まさに新旧交代
という会の目的に沿った老若混合のメンバー構成
となっている。
　三つ目は、議論の内容によって、さらに鹿沼二
級派有志会の内部で、二派に分かれていることで
ある。それは、「現任議員派」と「有志派」とい
う分類である。読んで字の如くこの分類の相違点
は、大きく分けて現職議員と候補者（公民）であ
ると言えるであろう。
　このような分類ができた要因は、鹿沼二級派有
志会という会に対する意味の相違にある。議員派
は現職議員であるため、会について「意思を表明
し、町政の状況を報告するため」12 という目的が
第一であったことが伺われ、それは現在で考える
ところの議会報告会13のような目的で会を位置付
けたことを示している。一方で、有志派は現職議
員ではないため、議会の現状について討論するこ
とはもちろんではあるが、町議会議員選挙への候
補者の擁立ということが第一の目的であったとい
う差異である。それらから、新旧交代という目的
があったため、予選の開催へと議論を持っていく
ことになるのである。こうした鹿沼二級派有志会
の内部でも、会に対する目的において、考えの相
違があったことが特徴である。
　このような特徴を持つ鹿沼二級派有志会におい
て、議論は主に六つの議論が出された。
　まず、一つ目の議論は（1）負担関係を定める
ため区別している階級（等級）は、敵国又は異種
族視を招き、町政運用上、不便不利であり、背壁
を除去すべしというものであるが、これが鹿沼二
級派有志会設立において、一番大きな命題である
ように思われる。というのは、会自体が会名にも
あるように等級選挙制において発生していること
によるであろう。議会内で、一級と二級という級
別における分類をどうするか、というところが原
点なのである。一級と二級による分類化が存在し
ていたことの現われなのである。これらのこと
は、等級選挙制度廃止による政府内での議論の理
由の一つも成しており14、鹿沼町だけのことでは
なく、全国的にある程度は存在していたことが伺
われるのである。
　二つ目の議論である（2）多年の弊習なる階級
閥を打破し、一級二級を通じて、町会議員として
真に適当なる人物を選出すべきという議論や、三
つ目の議論（3）各町ごとに選挙委員一名を設け
て、候補者の交渉をし、同一区域内に二名以上の
場合は折衝妥協するべき、四つ目の議論（4）そ
れらを一級派と交渉するために、猪野町長を通じ
て、一級派に交渉の予定について連絡してもらう
べきに加え、五つ目の議論の（5）予選の開催を
提案したことまで、間近に迫った選挙についての
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提案である。主に、有志派からの提案であったこ
とが想像できる。
　当時の選挙制度は制限選挙であり、公民による
選挙であったことは周知の事実である。また、そ
れに加え等級選挙制度がなされていたため、この
ような提案がなされたと見られる。その先には、
普通選挙制もあるように伺える。そして（3）に
ついての候補者の交渉という方法は、後述する鹿
沼二級派予選会における選挙方法である。それら
の原型が提案されたのである。いずれにしても、
一級選挙、二級選挙に関わらず、予選の開催とい
うことが念頭にあったのであり、それらを目的と
して、鹿沼二級派有志会に臨んだことが見受けら
れるのである。
　四番目の議論の（4）は今まで出た議論を一級
派の議員に提案することについて、その予定の調
整を猪野町長に依頼するというものであった。こ
の意見については、後の進行を見ればお分かりの
通り、採用に至っている。
　この議論で注目すべきことは、二級派有志会で
出された様々な議論について、一級派議員へ提案
するために、首長である町長に予定の依頼をお願
いしているという事実である。つまり、当時の町
議会において、同じ議員である一級派の議員より
も、町長のほうが親交に深いことを伺うことがで
きるのである。そうでなければ、直接一級派の議
員に提案するはずであるからである。ここに議会
の中で、等級選挙制度を基本とした議員の分類化
による立場が存在することになるのであろう。
　少々余談になるが、そうでなくとも猪野町長は
特別な部分があり、それは鹿沼町長を25年間15 勤
めていることに現われていよう。これは戦前にお
いて、鹿沼町政最長年勤めた首長となる。そもそ
も、戦前と戦後においてはシステムが異なってい
る。地方行政における首長の長期政権というの
は、現在の二元代表制のもとのほうが、誘引しや
すいものである。なぜなら、極論になるが、議会
の信任が得ていない状態になったとしても、住民
の信任が得られれば、首長職を再選することがで
きるからである16。戦前における議会が首長を推
薦する方式においては、より議会の政局による影
響を受けやすい。実際、周知の通り東京市を中心
に、数々の大都市では戦前の首長の在任期間の短
さは、論じられている通りである17。
　猪野町長については、政党的に中立であった、
商家出身である、人望に厚い、元町議会議員で
あったなど18、先行研究において数々の長期政権
の要因が分析されている。しかし、議会に対する
ノウハウなどは、まだまだ考察の余地がありそう
である。それらは本論の分野からは外れるので、
今後の研究課題としたいが、要するにそうした猪
野町長に親近感があったのは事実であろう。それ
らから予定を取るということにおいて、一級派議
員との交渉をお願いしたのである。
　最後の「若松会決定の報告」という議論につい
て、この「若松会」というものが、どのようなも
のなのか、何を意味するのかということについ
て、今回は判明させることができなかった。今後
とも判明が可能であるならば、引き続き調査して
いきたい。ただ、度々二級派の議員や公民が会議
を行う場であり、今回の大正2年における選挙に
おいても連合事務所になっている若松楼という場
所があり、それらに関連したものではないか、と
推測できる。いずれにしても、研究の進展に励ん
でいきたい。
３．鹿沼町議交渉委員会の審議内容
　鹿沼二級派有志会が発会され、その議論をもと
に、活動が開始されることとなった。まずは、鹿
沼二級派有志会の議論を議会の総意とするため
に、一級派議員と共同で行う必要があった。その
ため、猪野町長に一級派との仲介役をお願いする
ことから始めたのであった。
　交渉には、鹿沼二級派有志会で選出された準備
委員に限らず、現職の二級議員も出席し、鹿沼町
役場にて交渉が行われることとなった。結論から
言えば、猪野町長は鹿沼二級派有志会の提案につ
いて、「大に賛同の意」を示した。それは、鹿沼
二級派有志会の一番の設立要因であった「階級の
打破」について、「将来の町治に利益を及ぼす」
ということからである。（『下野新聞』大正2年4
月11日）
猪野町長との交渉についての考察
　猪野町長との交渉についての特徴は、猪野町長
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が鹿沼二級派有志会の活動に理解を示した、賛同
したということであろう。そしてその理由として
階級の打破、いわゆる等級選挙制が第一に挙げら
れたことが特徴的である。
　まず、猪野町長が賛同したということについ
て、鹿沼二級派有志会にとってはとても大きな点
であったことであろうと思われる。と言うのは、
前述したように年齢の若い構成員もいる会であっ
たため、最初の一歩で上手にスタートを切れな
かったら、今後も一丸となっていけたのかという
問題があるのである。後述するが、会にとって今
後の審議でなかなか構想通りに行かない部分もあ
るのであるが、それでも続けることができたの
は、スタートで上手くいったことが大きかったよ
うに思われる。
　次に、猪野町長が賛同理由の第一として挙げた
階級の打破はいわゆる鹿沼二級派有志会の議論に
もあったもので、等級選挙制の存在によるもので
ある。町長として議会運営をしていく中で、等級
選挙制による議会が二分化してしまうことの運営
があったことが伺える。前述したように、一級派
議員との交渉の予定を町長に依頼するという事実
に関して、議会の議員による分化は大きいことが
伺えるのである。
一級派議員との交渉の内容についての考察
　猪野町長の仲介により、一級派との交渉がなさ
れることとなった。まずは、各派の代表者による
議論がなされることとなる。一級派からは総代で
ある石塚孝太郎議員と樫渕与平議員が、二級派か
らは有志派の柿沼伝造議員と議員派の高橋元四郎
議員が参加することとなった。鹿沼二級派有志会
からは、有志派、議員派それぞれ一名ずつ参加さ
せるという形式がみられる。（『下野新聞』大正2
年4月14日）
　ここで注目するべきことの一点目として、一級
派の石塚議員に「総代」という役職が書かれてい
ることがある。これは石塚議員が一級派としての
代表ということを意味し、議会の単位として、一
級派という単位があったことを意味していること
が伺われるのである。それは何度も繰り返しにな
るが、等級選挙制が議会の中でのアクターとなり
得たことの証明ともなり、それを示している。二
級派有志会という存在についても、一級派という
アクターに対し、二級派有志会というアクターが
結成されたということにもなり得るのではないだ
ろうか。
　そして後述するが、ここでの4人における交渉
においての結論は、二級派の意見を一級派が受け
る形の結論になっているということである。そし
て、それらは主に選挙に対することがほとんどで
あるということである。もちろん、二級派からの
提案でこの交渉はなされたという形式なので、そ
れは当然であるかもしれないが、一級派からの提
案というのは見られないのである。
　さて、この一級派議員代表と二級派議員代表に
おける交渉において、結論は三つの点が主に出さ
れている。それらを考察してみたい。
　まず、一点目の「町会の招集に応ぜず、6年の
任期中1,2回の他出席しない議員は町治に不忠実
引退させること」ということは、今回の改選にあ
たって出されるもので、選挙のことと言えるが、
議会内部の活動と考えれば、議会のことを考えて
の提案とも言えるだろう。
　戦前の地方議会議員は現在のような法規範で認
められた、公式なる報酬が確立されていなかっ
た。議員職自体、名誉職とされていた。この鹿沼
二級派有志会にしても、その内部の有志派にして
も、当時の新聞記事において頻繁に「有志」とい
う言葉がよく見られるのも、これらのことに関し
てのことと想像できる。そのため、地方議会自体
非公式と思われがちで、6年の任期中欠席の議員
が多かったという事実も否定できないのであろ
う。しかし、街のことを考える第一の舞台が議会
であることを考えればこそ、二級派からこのよう
な議論が出されたのであろう。
　厳格に考えれば、被選挙権というのは個人固有
のもので、引退というのは個人に属した専権事項
であるとも言えるかもしれない。戦前の地方議会
は名誉職であるが、議員定数ということもあるの
で、現実的な提案と言えるであろう。
　二つ目の点は、「一町内に議員4,5名有する町は
他町に譲り合いすること」である。これはやは
り、改選にあたっての選挙に関する意見である
が、その後の議会運営に対しての意見であるとも
言えなくない。
　というのはこの意見については、議会内に政
党、等級選挙制による分類以外に、第三のアク
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ターとして、（出身）地域による分類化というの
も示唆しているように思われる。前述したよう
に、また後述する鹿沼二級派予選会の選考方法に
現われているように、鹿沼二級派有志会において
提案された予選の方法は、各町内においての満遍
なく代表を選出できるように考慮されたもので
あった。その方法が会内の多数において、支持さ
れているものであった。当時の町議会議員は、地
域代表としての色彩がかなり強いことが確認され
るのである19。そして、それは議会内においての
分類へと発展していったものであるとも見えるで
あろう。選挙ではあるが、明治34年には「麻荢
町組」と称した事実上のひとり会派として、選挙
に挑んだ議員も確認されているのである20。それ
ら議員における町内の配分を提案したのであっ
た。
　三つ目の点は、「以上の趣旨に基づき1,2級各別
に12名の候補者を選び、1,2級同時に発表する」
ということである。これは、大正2年の鹿沼町議
会議員定数が一、二級各別に12名であるので、
予選会に参加しない単独候補を抜きにすれば、こ
うした予選会において、ほぼ公式の選挙戦を成し
てしまおうということである。そして、一級選挙
と二級選挙では、開催期日が前後日において異な
るのであるが、候補者については同時に発表しよ
うという提案である。
　どの選挙を見ても、大体において単独候補とい
うのは存在するのであるが、それがもしないとす
れば、公式な選挙については無投票当選という形
式にするということを事実上、示している提案で
ある。候補というものを選挙によって決めるの
か、他の手段によって決めるのか、そういうもの
すべてを各級によって委ねられることにする、と
いうことである。いずれにしても、定数と同じ一
級と二級の候補を予選により同時に発表するとい
うことは、公式な選挙戦を回避することを意味し
ているのである。
　またこれらのことは、公民という限られた数の
有権者であるから可能なことである。一、二級別
に定数分の12名の候補を予選会で選出するとい
うことは、予選会が有権者の総意であることを示
さなければ成立しない。有権者が予選会に参加可
能な人数でなければ、実現不可能であろう。有権
者が多く、予選会に大多数の有権者が参加できな
く、予選会が有権者の総意でないとするならば、
予選会自体が一部の団体の候補者選出のための集
まりとなってしまうのである。鹿沼二級派有志会
の有志派による上記の提案に基づく願意というも
のが、実現の意味が薄くなってしまうことが考え
られる。有権者が把握可能な人数である、そして
参加可能な人数である、ゆえに予選会というもの
が有権者の総意となり、意味を持ったことであろ
う。
　以上の結論が出され、鹿沼町議交渉委員会の委
員会は、各級別に議論を持ち帰り、各級議員全員
で議論することになる。次項より、それらを考察
していきたい。
各級ごとの懇談会を経て、鹿沼町議交渉委員会の
再開するまでの過程
　鹿沼町議交渉委員で議論をした一級派の石塚議
員、樫渕議員、二級派の高橋議員、柿沼議員はそ
れぞれ議論を持ち帰り、そこで各員と議論をする
ことになった。それらはおそらく、再びの鹿沼町
議交渉委員会が同日17時に再開されることから、
4月11日の午前中を中心に行われたことが推定さ
れる。（『下野新聞』大正2年4月14日）
　一級派は福島楼で、二級派は若松楼にて、それ
ぞれ会合が行われた。
　その結論につき、前述の鹿沼町議交渉委員会が
再開されることになった。前述の通り、11日の
午後17時より、役場にて開催されることとなる。
今回は猪野町長も参加することとなった。
　ここでの議論は、各級別の会合での結果の報告
を中心として行われることとなる。しかしなが
ら、そもそもの提案を申し出たのが鹿沼二級派有
志会であるので、一級派の対応待ちということに
なるであろう。
　けれども、内容については鹿沼二級派有志会の
望むところとはならなかった。一級派は現状維持
希望者が多数を占めて、候補協定のことが決定で
きなかった、すなわち鹿沼町議交渉委員会による
結論が受け入れられなかったことが報告されたの
である。
　ここで鹿沼町議交渉委員会において、一級派と
二級派で差が出てしまったということになる。こ
のことには、今回の鹿沼二級派有志会からの提案
のみならず、等級選挙制そのものを反映している
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ものと思われる。
　というのは、一級選挙における議員は、ほぼ得
票に差がなく当選しているのである。これは、有
権者が極度に少ないことを意味する。二級選挙に
おいても有権者は少なく、そのため予選会で選挙
の大勢を決めてしまうことが可能であることは前
述した。しかし、それにも増して一級選挙は有権
者が少ないのである21。当選者に満遍なく、得票
を振り分けることが可能なのである。そのため、
鹿沼二級派有志会が提案した予選会というものの
含意が深く伝わらなく、あるいは実感できなかっ
たのではないだろうか。
　前述したように、鹿沼町議交渉委員会も一級派
と直接交渉するのではなく、町長を仲介して実現
したことは前述した。そこでも、町長は階級の打
破を理由に挙げ、鹿沼二級派有志会の提案に賛成
したのであった。それらに加え、これらの議論も
一致することはなかった。そう考えると、当時の
地方議会において、等級選挙制度を基礎とした一
級議員と二級議員という分類は、とても大きいも
のがあったと思い知らされるのである。政党とい
うアクターがまだ薄い中において、地域代表とし
ての議会内での地域間による分類が大きく明確に
見られない中において、等級選挙制度における議
会内の分類は第一のアクターであったと言えよ
う。
　その後の会の進行としては、鹿沼町議交渉委員
会が終了し、鹿沼二級派有志会は報告会、評議会
を開くこととなった。そこでも予選による候補者
の選定を確認し、予選会の開催を決定した。それ
により、有権者に予選会の参加を呼び掛けること
で一致し、鹿沼二級派予選会の開催へと向かうの
である。
４．鹿沼二級派予選会の考察
　鹿沼町議交渉委員会において一級派との交渉が
事実上失敗に終わり、鹿沼二級派有志会では、二
級派のみで計画の実行に移すことになった。それ
らが求めるものは何と言っても予選の開催であ
る。二級派有志会の議論が大正2年の改選という
時期に合わせているため、選挙までの時間はそう
長くはない。そのため鹿沼町議交渉委員会が終了
したわずか2日後の4月13日に、鹿沼二級派予選
会は開かれることとなるのである。（『下野新聞』
大正2年4月11日、16日）
鹿沼二級派予選会の内容
　鹿沼二級派予選会は前述の通り、4月13日の午
後13時より開かれた。この内容は主に鹿沼町議
交渉委員会の結果報告と、予選の開催の二点が挙
げられる。
　まず、鹿沼町議交渉委員会として一級派と交渉
にあたった、高橋元四郎議員が交渉の結果につい
て会員に報告がなされている。それは「交渉断
絶」ということで、希望通りにはいかなかったと
いうことであった。
　しかし、客観的に見れば初めて二級派が二級派
として提案をし、一度は鹿沼町議交渉委員会の場
で、議論を持ち帰るというところまで行ったので
あるから、必ずしも全面的には失敗という表現は
合わないかもしれない。猪野町長も賛成したよう
に、階級という等級選挙制度による分類の場を超
えて、議論をする前例を作ったことは功績があっ
たと言えるのではないだろうか。確かに、鹿沼町
議交渉委員会で挙げられた三つの提案は受け入れ
られなかったのであるが、今までなかった新しい
試みという観点においては、鹿沼町政において前
進の度合いは決して低くはなかったように思われ
るのである。
　その報告の後、予選会の方法について議論がな
された。予選会の方法については、二つの提案が
なされている。
　まず、一つ目は「全町を通じて12名の候補者
を予選すべし」という、いわゆる大選挙区制によ
る選出の方法を用いた予選である。これには（小
字）町内といういわゆる選挙区は関係なく、鹿沼
二級派有志会に所属する二級派の公民が12名す
べてを予選する方式である。
　二つ目は、「四区に分けて、一区3名まで予選
すべし」という、こちらは選挙区による区割りの
方式を用いた予選である。鹿沼二級派有志会に所
属する公民を地区ごとに分類し、そこで代表者
（候補者）を選出するという方式であろう。
　この二つの方法を見比べるとお分かりのよう
に、一つ目の大選挙区制による選出では、鹿沼二
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級派有志会や鹿沼町議交渉委員会で度々提案され
た、「各町ごとに選挙委員一名を設けて、候補者
の交渉をし、同一区域内に二名以上の場合は折衝
妥協するべき」という提案や、「一町内に議員4,5
名有する町は他町に譲り合いすること」という希
望が果たされにくいシステムとなってしまうので
あるのは一目瞭然であろう。当時の模様では「激
論あり、容易に決せず」（『下野新聞』大正2年4
月16日）とのことであるが、二つ目の選挙区に
よる区割りの方式を用いた予選の方法が、多数を
占めることになり、こちらが採用されることと
なった。
　その方法を用いた区割りと人選の方法について
は「十名の委員を挙げ協議した結果」（前掲下野
大正2年4月16日）とあるので、おそらく選挙と
いう投票による選出の手段は用いられていないよ
うに見受けられる22。本論においては、前述した
予選の方法についての二通りの議論は、「大選挙
区制の予選の方法」や「区割りによる選挙区を用
いた予選の方法」という表現を用いたが、これは
地域を分類する区割りの方法という形式的な意味
にとどまることをご了承願いたい。けれども、鹿
沼二級派有志会や鹿沼町議交渉委員会に関連した
議論について、公平公正な予選の方法の提案を実
現するならば、二級派の公民全員で選挙という手
段での予選の開催を見てみたかったものである。
　その後候補者決定後、二名の候補辞退者を出す
こととなる。そのため翌日の14日には、再予選
がなされ、さらに二名の候補者を決定させてい
る。候補者を確定した後、鹿沼二級派有志会（予
選会）で決定した候補者が全員当選するため、交
渉委員を選出し、単独運動や不穏なあいさつのあ
る方面に立候補を思いとどまらせるよう交渉する
ことを確認し、鹿沼二級派予選会は終了すること
になる。（『下野新聞』大正2年4月16日）
　鹿沼二級派予選会の議論についての特徴は、主
に大きく二つの点が考えられよう。
　まず一つ目は、予選会という形で事実上、有志
派の意見が発展された形となったが、そもそもの
原型である鹿沼二級派有志会という会は、最初か
ら予選を目的として設立された会ではなく、新旧
思想の交代という意味にとどまっていたことがあ
る。
　それは前述のように、町会に新しい風を吹かせ
るための新旧交代を理由に、鹿沼二級派有志会が
設立されたのであった。そのため、会の中でも現
任議員派と有志派の分類があり、有志派の提案が
通りやすかったと見られるということがあった。
ゆえに、鹿沼二級派予選会による予選の開催は、
鹿沼二級派有志会の有志派の提案とほぼ見られる
ことを再度確認しておきたい。
　もちろん、公正なる予選の開催は、町議会に新
しい風を吹かせること、つまり新人の議員を多く
擁立、当選させることの一つのきっかけにはなる
であろう。しかし、それを第一の条件としていた
かというと、鹿沼二級派有志会については確証が
ない。そのため、鹿沼二級派有志会の現任議員派
の立場からすると、町議会に新しい風を吹かせた
いということで一致はしていたとは見られるが、
その方法が予選の開催ということであったかとい
うと、果たしてどうであろうか、不明なのであ
る。鹿沼二級派予選会の開催は、鹿沼二級派有志
会の有志派の提案が通ったものと見るべきほうが
自然なのかもしれない。
　そもそも、当時の鹿沼町議において予選という
形式で候補者の選定をすることは、今回が初めて
のことではなかった。明治34年改選期において、
予選の開催が確認されている23。そのため、予選
というものは鹿沼町の有権者にとって、初めての
ものではなかったのである。明治34年期の予選
は大部分の公民が参加したものではなかったもの
と見受けられ、大多数の公民が参加した予選会
は、今回が初めてと見られ、そのため斬新性は
あったのであろう。現任議員派の提案と言うより
は、有志派からの提案というのは、そういう点も
あったであろう。
　鹿沼二級派予選会二つ目の特徴は、今まで前述
してきたことと関連するが、公式の二級選挙を迎
える前の予選会に参加をした候補が、二級選挙候
補者の中で数において圧倒していることである。
それは、単独運動等の二級派予選会に参加してい
ない候補に立候補を思いとどまらせようとしたこ
とにも現われている。つまり、公式な二級選挙を
も支配しているということである。
　もちろん、前述してきたように予選会というの
は、公式な選挙をも支配しないと意味を成さない
ものであることは述べてきた。予選会で決まった
候補が公式な選挙でほとんど当選に至らなかった
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り、単独候補が多く当選するようだと、公民が予
選に参加する意味が薄くなってしまうからであ
る。
　それでも、大正2年の二級選挙結果においては、
単独候補の大谷瀬平議員を除けば、すべて立候補
者24も当選者も鹿沼二級派有志会参加の議員で占
めることができたのである。これは事実上、鹿沼
二級派有志会の願意や提案がほぼ実現したことを
意味しているのである。前述した単独候補や挨拶
のある方面には立候補を思いとどまらせようとし
た活動も、ある程度は成功したと言えたのではな
いであろうか。つまり、鹿沼二級派予選会が機能
したことを現しているのである。鹿沼二級派予選
会に参加した公民においては、手応えがあった会
合になったことと推察できる。
　これは、やはり二級派にとって、鹿沼二級派有
志会というものが、大規模な会合になったことが
要因として考えられよう。今回は二級議員や二級
公民の中でも新旧問わず、年齢も老若混合で、過
去においても今後においてもリーダー的立場にあ
る議員も参加していた。そして、町長も加わり、
これまでできなかった一級議員との交渉も何度も
行ってきた。それらのことが現われていよう。そ
れは、第一の特徴である予選という選挙にこだわ
らず、町政の改革という目的と混合されて発揮さ
れていたと言えよう。
一級派議員予選会の内容
　さて、鹿沼町議交渉委員会にて、鹿沼二級派有
志会の提案を完全には受け入れなかった一級派の
議員であるが、予選ということに関しては、鹿沼
二級派予選会が行われたのと同日、4月13日に予
選会が行われたことが確認されている25。
　とは言え、結果は現職が全員再任された模様で
あると言われている。この模様から考えて予選と
は言っても、現職の再任への確認といった色彩が
強かったことが伺われる。
　けれども、鹿沼二級派予選会が行われた日と同
日に一級派も予選を開催していたという事実は、
やはり鹿沼二級派有志会に関連した鹿沼町議交渉
委員会の影響があったことを意味しているのでは
ないだろうか。それは、鹿沼町議交渉委員会によ
る、鹿沼二級派有志会からの提案で、「1,2級各別
に12名の候補者を選び、1,2級同時に発表する」
というものがあり、「同時に発表する」というこ
とから、日時を合わせていることが伺われる。
　一級派の議員や公民が、予選というものに対し
て、どういう意味でどういう思いで行ったかまで
は分からないが、どんな思いであったとしても、
その背景には鹿沼二級派有志会の存在があったこ
とが見え隠れするのである。
二級議員選挙についての考察
　こうして今までにない形での活動が行われてき
た中で、大正2年4月19日二級議員選挙を迎える
こととなる。結果については、前述したように鹿
沼二級派有志会参加の候補者が大多数当選を果た
すこととなった。
　ここでは、新聞紙上（『下野新聞』大正2年4月
20日）に見られた新たな会派の動きとしての単
語に着目し、選挙戦の内容について考察していき
たい。それらについての特徴は、主に三つの点が
考えられよう。
　まず一つ目は、前述した若松楼という場所が選
挙について「連合事務所」になっていたことが表
記されていることである。そしてそれ以外に、現
在のように候補者個人の事務所があったことが表
記されていることである。
　この連合事務所というものが、何についての連
合の事務所なのかということである。それは二通
りのことが想定できよう。党派の自由系と改進系
の連合ということと、鹿沼二級派有志会所属候補
における連合という意味である。どちらにして
も、メンバーがほとんど変わらないので、見極め
ることは難しい。ただ、選挙が二級議員の選挙で
あったため、また当時は一級選挙と二級選挙の日
程のずれ26があったため、二級選挙のみに関連し
たものということは考えられる。そして、選挙ま
での流れとして、今回の選挙は鹿沼二級派有志会
から始まり鹿沼二級派予選会となっていて、それ
らが前面に出ているのである。また鹿沼二級派予
選会においては、会の予選において決定された候
補が全員当選できるように、その方法まで検討さ
れている。さらに、選挙の候補者のほとんどが鹿
沼二級派有志会参加者であった。それらから関連
すると、鹿沼二級派有志会そのものの事務所と厳
格には解せないが、それらに関連した事務所と解
するほうが、自然ではないだろうかとも思われ
26
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る。
　そう考えてくると選挙戦において、個人の事務
所のみならず、候補者の連合における事務所を設
けていたということは、当時の等級選挙制におけ
る分類において、地方政党的要素も持っていたこ
とが分かるのである。現在において考えれば、会
派が同じ会派に所属している議員や候補と連合事
務所を設けることは、政党に所属している議員な
らあるかもしれないが、一般的な地方議会議員と
考えた場合なかなか稀であろう。等級選挙制にお
ける分類は、現在の会派よりもさらにつながりが
堅いとも見受けられるのである。
　その第一の特徴の推察については、次の第二の
特徴の点とも関連してくる。
　特徴の第二点は、その連合事務所に幹部がいた
ということである。下野新聞（大正2年4月20日）
の表記によれば、18日の夜には連合事務所に「高
橋清水斉藤その他幹部諸氏が詰め切」っていると
いわれている。
　おそらく、この幹部のうち、「高橋」というの
は現職二級議員の高橋元四郎議員のことで間違い
ないであろう。「清水」というのも鹿沼二級派有
志会に参加していて、後に二級議員となる清水一
郎議員のことで間違いないであろう。最後の「斉
藤」というのは、おそらく明治43年改選時に二
級選挙候補者に挙がっていた斉藤金次郎議員のこ
とかと思われる。（『下野新聞』明治43年4月18日）
ただ、鹿沼町議会議員における「斉藤」姓につい
ては、後に昭和に入ってから町議会議員となる斉
藤省三議員もいて、斉藤姓は複数おり、断定がで
きない。ゆえに、本論においては斉藤金次郎議員
についてはこのことを持って、鹿沼二級派有志会
の参加者には含めていない。
　とは言え、高橋元四郎議員も清水一郎議員も鹿
沼二級派有志会への参加が確認されている。そし
て、高橋元四郎議員は鹿沼二級派有志会の準備委
員や鹿沼町議交渉委員会代表にも就任しており、
清水一郎議員は鹿沼二級派有志会にて若松会決定
の報告もしている。両者とも鹿沼二級派有志会に
おいても、中心メンバーであったことは可能性が
高いであろう。そう考えると第一点目の特徴と関
連して、この連合事務所というものは、鹿沼二級
派有志会とかなり近いということも言えそうであ
る。
　最後の第三点目の特徴は、選挙日当日の19日
のことに挙げられる。前掲下野新聞によれば、当
日は選挙場付近に休憩所が設けられた風景が書か
れている。そこには「有志連合派」という表記が
あり、有志連合派としての休憩所が設けられてい
たことが分かる。
　ここでのポイントは、この有志連合派というも
のが鹿沼二級派有志会が発展したものであるの
か、ということになろう。前述の連合事務所につ
いても、この有志連合派についても、微妙に言い
回しは変わっているのであるが、鹿沼二級派有志
会と一貫性があるのか、ということである。
　『鹿沼市史資料編近現代2』（鹿沼市史編纂委員
会、2004年）の表紙には、市民提供の大正期に
おける選挙場の様子を映した写真が掲載されてい
る。それはまさにここで書かれている休憩所の様
子であり、有志連合派というものがどういうもの
であるのか、理解することができる。そこには立
候補者の名前を見る限り、岡本喜代吉議員、松本
貞吉議員の名前が確認され、隣には清水一郎議
員、名前が完全に確認できないのであるが、高村
平八議員、斉藤金次郎議員、高内鉄造議員と見受
けられる名前が推定できる看板がある。これがい
つの改選のものであるかと考えてみると、大正期
に上記の候補が全員そろって立候補された改選期
は確認できないのであるが、おそらく、候補者の
顔ぶれから大正6年か10年改選時のものであろう
かと思われる。これらの連合での休憩所が有志連
合派と名付けられたものであることが考えられ
る。そしてこの中の多数は鹿沼二級派有志会参加
の議員であることが確認できる。
　こうして鹿沼二級派有志会は、連合で事務所を
持ち、そこには幹部の存在もあり、選挙当日には
連合で休憩所を持っていたと解釈することもでき
そうである。
その後の鹿沼二級派有志会の経緯
　本論においては、鹿沼二級派有志会が発会され
た大正2年4月における改選期付近の流れについ
て論じてきた。その後の鹿沼二級派有志会につい
てはどうなっていったのであろうか。それは議会
内の議員の分類の変化という論点に行きつく。
　その後鹿沼二級派有志会参加の議員は、大正6
年改選期において、最多の10人という当選者を
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出すこととなる。その中には、一級選挙において
の当選者も出すこととなった。大正2年の設立か
ら、次の改選のほうが当選者を多く出している。
けれども、当選者数の多さはそこがピークであ
り、そこから下降線を辿る。というのは、当時の
町村議会（選挙）においては前述のように大正
10年に町村制の改選がなされ、事実上町村税を
納めていれば選挙権を有することとなり、普通選
挙制に近い選挙戦となったことがある。同時にそ
の時の改正において、町村議会においては等級選
挙制も廃止され、これも普通選挙制に近い選挙戦
となる要因となった。そのため、鹿沼二級派有志
会と名付けられた二級派という名称の基礎がなく
なってしまったのである。
　それらは議会議員の顔ぶれも変えることとなっ
た。鹿沼二級派有志会参加議員において、前述の
町村制改正を経た後の改選（大正14年改選以降）
においても当選が見られるのは、高橋元四郎議
員、太田五郎平議員、柿沼伝造議員、岡本喜代吉
議員の4名だけであった。そして、昭和20年以降
の戦後になり、地方自治法が制定され運用される
と、鹿沼二級派有志会参加の議員は一人も見られ
なくなる。
　それらは議会内においての分類の変化も意味す
る。前述の町村制の改正より、新聞紙上において
も、市史においても、議会内の分類は政党による
ものが中心となった。鹿沼町議会において、昭和
4年における25年在職した猪野町長の後継を決め
る町長選挙27や、昭和10年の議長選挙28において
も政党間の駆け引きが市史において見られるよう
になっている。選挙における候補者の選定も政党
が行うようになっていたという新聞記事も見られ
る29。より政友会と民政党というアクターが際立
つこととなったのである。
　ゆえに、鹿沼二級派有志会がその後どう発展し
ていったのかを考えると微妙なところであろう。
もちろん、そのまま政党へと発展していったとい
うことも議会内のアクターの変化を考えれば、考
えられないことではない。事実、町村制改選前の
一級議員は民政党（改進党）に近い議員がほとん
どであったし、二級議員においても、途中で政友
会から民政党系へと移籍した高橋元四郎議員30、
太田五郎平議員、両氏以外にも渡辺金一郎議員、
大正10年の改選期において中立と称されている
阿部金七議員31、そして単独候補であった大谷瀬
平議員を除けば、ほとんどが政友系に近い議員が
多かったのである32。つまり、一級派→民政党、
二級派→政友系という構図も必ずしも誤ってはい
ない。
　しかしその構図においては、釈然とした構図で
はないとも言えるだろう。前述のように議会内ア
クターが変わったと言っても、同時にメンバーも
ほとんど変わっているのである。そう考えると、
鹿沼二級派有志会というのは大正2年において設
立されたもので、その後は鹿沼二級派有志会とい
うアクターは自然消滅したとする考え方もあるで
あろう。前述したように、鹿沼二級派有志会が行
われた8年後にその元となる等級選挙制が廃止さ
れたのであるから、それも考えられるであろう。
　いずれにしても、大正初期において、地方議会
内に等級選挙制を分類・基礎とした議会内アク
ターが存在していたという事実は残っているので
ある。
５．おわりに
　本論では、等級選挙制度が要因で設立された鹿
沼二級派有志会を、地方議会の会派という側面で
論じてきた。振り返ってみると、鹿沼二級派有志
会は確かに地方議会における会派という側面も持
ち合わせていて、等級選挙制度における一級派、
二級派という分類が会派的動向を成していたこと
が分かるのである。
それらは、以下の5つの点から言えるのである。
1 ）一級議員とは同じ町議会議員であるのに町長
を介さなくては議論の場を設けられなかったとい
う議会の中でも議員に立場の差があったこと、
2 ）猪野町長はそれら階級の打破を理由に二級派
の理論に賛同したこと、
3 ）一級派の議員で交渉に立ったのは総代である
議員であり、一級派にも総代というポジションが
あったこと、
4 ）一級派の議員は現状維持希望者多数で交渉が
決裂したのであるが、二級派の予選は想定通り開
催されることとなる結論に差が出たということ、
5 ）選挙戦当日においても、二級選挙においても
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合同の事務所や有志連合派で休憩所を設けてい
た、という5つの事実に現われていよう。
　本論では地方議会の歴史的考察においても、一
歩踏み込んでミクロ的な側面で調査を成すことが
できた。そのことにより、当時の地方議会につい
て、会派の設立について判明することができた。
大正2年時における鹿沼二級派有志会の設立につ
いて、その要因や背景を見てきたのである。
　しかし、鹿沼二級派有志会の隆盛をさらに見極
めるなら、大正6年時における改選時、鹿沼二級
派有志会参加議員について、最多の10名の当選
を果たした改選時において、さらに調べてみる必
要があるのではないだろうか。そして、それらに
よる鹿沼町議会の議会運営について、議会内部の
議論については会派的側面でどのような運営がな
されていたのか、学問的興味が存在するのであ
る。そもそも、会派というのは議会内部のアク
ター、単位であり、外部的側面については会派の
付随要素となってしまう。また、今回鹿沼二級派
有志会に参加しなかった唯一の現職議員である大
谷瀬平議員についても、考察の側面があるのでは
ないだろうか。鹿沼二級派有志会を地方議会会派
の原型とするなら、「ひとり会派」の原型という
側面があるかもしれないのである。
　もしも判明可能であれば、それらを今後の研究
課題としたい。
　こうして鹿沼二級派有志会での流れを追い掛け
てみると、改めて現代会派がどうあるべきか、教
えてくれるのである。それは、年齢の若い議員を
中心に新しい改革に向けて、会派を組んでいると
いうことである。それは、現代会派でよく見られ
るような、単に若手議員とベテラン議員との目的
のはっきりとしない機能ではないのである。
　要は、議員個人でできないこと、それらに関し
て集団を組み、会派を結成するということであ
る。鹿沼二級派有志会も一級派議員と交渉するた
め、同じレベルである二級派の議員が集まって結
成したことが注目である。
　鹿沼二級派有志会というものが、現代地方議会
にいろいろなメッセージを与えてくれているよう
な気がするのである。
等級選挙制度
一級派 二級議員
鹿沼二級派有志会
現任議員派
大谷瀬平議員
有志派
鹿沼町議交渉委員会
有志連合派
民政党（改進系）？ 政友会（自由系）？
図１　鹿沼町における大正2年から昭和にかけての会派の変動
　　『下野新聞』大正2年4月分の記載に従い、武田が作成
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1 本論で用いる会名や人名は『下野新聞』において掲載された名称をもとにしている。ご覧になれば分かるように、鹿沼
二級派有志会というのは、大正2年4月6日に開催された、会の名前である。それらは、進行や内容に応じて「鹿沼町議交
渉委員会」や「鹿沼二級派予選会」と名称は変化していくが、本論ではそれらすべてを総称して「鹿沼二級派有志会」と
呼称することとする。
2 旧版の鹿沼市史にはそれらのことが詳しく書かれている。『鹿沼市史』（鹿沼市、1968年、p.265.290～291.）を参照の
こと。
3 例えば、明治42年に設立された鹿沼会、大正8年の鹿沼町議有志特売会、大正2年の電灯料金値下げ対策委員などがあ
るが、二級議員からの参加はリーダー的立場の議員の参加しか見られない。『鹿沼市史通史編近現代編』（鹿沼市史編纂委
員会、2005年、pp.312～313.317.352.）より。
4 高村議員は直接鹿沼二級派有志会の参加は確認されていないが、後に鹿沼二級派予選会にて候補者指名を受けているの
で、参加者議員と推定している。
　　　　　　　    
［注］
年代 明22 明25 明28 明31 明34 明37 明40 明43 大2
定数 18 10 14 12 12 12 12 12 24
参加者 0 2 0 2 2 不明 不明 5 9
年代 大6 大10 大14 昭4 昭8 昭12 昭17 昭22 昭26
定数 24 24 24 30 30 30 30 30 30
参加者 10 4 2 2 2 2 2 0 0
会　　名　  二級派有志会
日　　時　1913年（大正2年）4月6日　午後14時～19時
場　　所　今宮神社境内直会殿内
人　　数　再選、新選の希望いずれも1,2の参謀を引き連れ会する者40余名
座　　長　小川万弥議員（兼準備委員、議員派）
準備委員　 高橋元四郎議員（39歳、議員派）　太田五郎平議員（21歳、議員派）
渡辺金一郎議員（議員派）　石川久七議員（議員派）　柿沼伝造氏（有志派）
佐藤光久氏（有志派）　渡辺綱吉氏（有志派）　室田良輔氏（有志派）
藤村亀次郎氏（有志派）
参 加 者　 清水一郎議員　善林包太郎氏　桜井要一郎氏　阿部金七氏　篠原幸重郎氏
岡本喜代吉氏（28歳）　相場領平氏　川田玉吉氏　福田国作氏
資料１　鹿沼二級派有志会　開催要項
『下野新聞』、『鹿沼市史近現代編通史編』（鹿沼市史編纂委員会、2006年）、柳田芳男『かぬま郷土史
散歩』（晃南印刷、１99１年）福田純一「大正時代の鹿沼町の景観」（『かぬま歴史と文化』第9号、
2004年）、『栃木県自治制史』（下野日日新聞民報社、１903年）を参照して、武田が作成
図2　鹿沼町議会における鹿沼二級派有志会参加者議員の変遷
各年4月分の『下野新聞』、『鹿沼市史通史編近現代編』（鹿沼市史編纂委員会、2005年）、『栃木県自
治制史』（下野日日新聞民報社、１903年）、『鹿沼市史叢書１１鹿沼町事務報告書』（鹿沼市史編纂委員
会、2007年）、斉藤良夫『明治大正県下政界秘史』（下野印刷、１926年）を参照に武田が作成　※明
治43年、大正１0年は候補者より判定
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られない状況は地方自治法第178条の首長不信任案があ
る。住民から信任を得られない状況としては、地方自治
法第80条、第81条の解職請求がある。しかし、いずれに
しても再び選挙で当選すれば、再任することができる。
17 六大都市における初代市長から昭和2年までの平均在
任期間は、東京市2年1カ月、京都市2年11カ月、大阪市
3年8カ月、横浜市4年4カ月、神戸市5年7カ月、名古屋
市3年3カ月であるという。弓家七郎「市制府における市
長及び市会の地位」（『都市問題』第6巻第1号、1928年）
より。
18 前掲旧版鹿沼市史 p.242.、 新版鹿沼市史 pp.311～
312.、笛木隆「近現代の鹿沼を考える－鹿沼市域町村の
近代化の特質－」（『かぬま歴史と文化』第3号、1998年、
p.59．）、柳田芳男『かぬま郷土史散歩』（晃南印刷、1991
年、pp.280～284.）などによる。
19 前掲旧版市史p.265.によれば、等級選挙制度廃止後に
小字町代表という形で、議員の町内推薦というものが表
に出てくると指摘される。
20 明治34年4月21日における下野新聞記事により確認さ
れる。
21 大正2年の改選時における鹿沼町の選挙人は、一級が
35 人、二級が 523 人であるという。一級と二級とでは、
約500人の差がある。前掲旧版市史p.263.より。
22 区割りと人選の内容については、新版市史 p.313.、下
野大正2年4月16日を参照のこと。
23 前掲20、明治34年4月21日における下野新聞記事と
同記事において確認される。
24 今回の選挙結果においては、当選者のみを掲載したが、
落選者を含めた候補者においても、大谷瀬平議員を除け
れば、すべて鹿沼二級派有志会において占められていた。
落選者を含めた選挙結果については、『鹿沼市史近現代編
通史編』（鹿沼市史編纂委員会、2006年、p.321.）に書か
れている。
25 下野新聞1913年（大正2年）4月14日より。
26 当時の鹿沼町議会議員選挙の場合は、二級選挙は4月
19日に行われているが、一級選挙については、翌日の4
月20日に行われたことが確認されている。前掲下野1913
（大正2）年4月20日より。
27 前掲新版鹿沼市史p.407.に詳細が載せられている。
28 因みに、このときの議長選挙は鹿沼二級派有志会に参
加していた太田五郎平議員（民政党）と、同じく鹿沼二
級派有志会に参加していた当時の清水一郎町長との政党
間によるポストの駆け引きが旧版鹿沼市史には載せられ
ている。また、当時の町議会には議長の設置は認められ
ていなかったが、町村制の例外規定において、設置され
ることとなった。前掲旧版鹿沼市史p.276.より。
29『下野新聞』昭和12年4月6日の記事によれば、4月6
日午後13時より上都賀政友派において候補者の推薦を協
議するといわれている。
30 高橋議員が政友会から移籍したのがいつなのかという
ことについて、今回断定することはできなかった。『栃木
5 この点について、鹿沼町初代町長を務める大谷瀬平議
員は、二級選挙において当選している。または、二代目
の鹿沼町長であり、大正期には一級選挙において当選が
見られる金子太平議員も、初回は二級選挙にて当選して
いる。
6 鹿沼町議会議員改選期以外の選挙においても、補欠選
挙を行ったのではないか、と見られる点もあるのである
が、今回は改選期の選挙以外は省略した。
7 『下野新聞』昭和22年5月6日より。
8 『鹿沼合併記念誌』（1954年、pp.149～152.）より。
9 大正10年における町村制改正とは、町村制第7条「帝
国臣民タル男子二シテ年齢25年以上の者、独立ノ生計ヲ
営ム者、2年以来其ノ市町村住民タル者、2年以来其ノ市
町村ノ直接市町村税ヲ納ムル者」に選挙権が与えられる
とされ、今までは地租もしくは直接国税2円以上を納める
という国税要件があったのであるが、納税要件は市町村
税のみとなった。
10 等級選挙制や予選の方法の廃止による影響については、
山中永之佑「普選・治安維持法の制定と地方制度の改正
（二・完）」（『阪大法学』第 41 巻第 1 号、1991 年、pp.71
～86.）に詳しい。
11 太田五郎平議員の大正 2 年における年齢については、
21歳とする説が多い。しかしこのことは町村制における
選挙権の公民要件を年齢要件で満たしていない。町村制
の年齢要件の例外として、12条に内国人にて公権を有す
るものは直接町村税の額について、公民の最も多く納税
する者3名中より1名より多い場合は公民でなくても選挙
権が与えられるとされている。そして、第15条には選挙
権を有する公民はすべて被選挙権を有すると言われる。
この規定によるものかとも思われるが、前掲の旧版鹿沼
市史p.330.には、大正3年における戸数割の等級にて表が
あるのであるが、太田議員は「十等乙」であり、40番目
となる。これらの点についても、明らかにはできなかっ
た。
12『下野新聞』1913年（大正2）年4月11日より。
13 議会報告会については、現代地方議会において、議会
基本条例において盛り込まれ、実施されることが注目さ
れている。北海道栗山町における議会基本条例に盛り込
まれたものが注目されるが、このように戦前においても、
こうした機運はあったことにも注目されよう。鹿沼町以
外にも、埼玉県川越町の青年デモクラシーの一環におい
ての「町議招待会」など、注目されるものが多い。加藤
千香子「大正デモクラシー期の地域振興論－安部立郎の
思想と行動を通して－」（『埼玉県史研究』第24号、1990
年、p.14．）
14 内務省地方局行政課によるものである。林宥一『「無産
階級」の時代－近代日本の社会運動』（青木書店、2000
年、pp.104～105.）、または等級選挙制度の廃止について
は前掲山中論文を参照のこと。
15 明治37年から昭和4年まで町長職を歴任している。
16 現在の二元代表制下において、首長が議会の信任を得
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